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１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 56,061 5.0 4,431 △44.6 2,946 △44.9

2018年３月期第３四半期 53,410 2.1 7,993 △2.8 5,347 △2.1
(注) 包括利益 2019年３月期第３四半期 △4,957百万円( －％) 2018年３月期第３四半期 9,110百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第３四半期 11.69 －

2018年３月期第３四半期 21.21 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第３四半期 5,786,782 192,994 3.3

2018年３月期 6,027,154 199,968 3.3
(参考) 自己資本 2019年３月期第３四半期 192,994百万円 2018年３月期 199,968百万円

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 4.00 － 4.00 8.00

2019年３月期 － 4.00 －

2019年３月期(予想) 4.00 8.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 △41.0 4,500 △38.7 17.85
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期３Ｑ 252,500,000株 2018年３月期 252,500,000株

② 期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 442,527株 2018年３月期 442,248株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期３Ｑ 252,057,638株 2018年３月期３Ｑ 252,058,457株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

経常収益は、貸出金利息、役務取引等収益および有価証券売却益の増加などにより、前年同期比26億51百万円増

加し560億61百万円となりました。 

経常費用は与信関係費用ならびに有価証券売却損の増加などから、前年同期比62億14百万円増加の516億30百万

円となりました。 

以上から、経常利益は前年同期比35億62百万円減少し44億31百万円（公表累計業績予想に対する進捗率68.2％）

となりました。 

    親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の減少に伴い前年同期比24億円減少し、29億46百万円（公表累

計業績予想に対する進捗率65.5％）となりました。 

なお、業務の根幹をなすコアの利益である「修正コア業務純益」は、役務取引等利益の増加、経費の圧縮努力等

により、前年同期比４億89百万円増加し90億17百万円となりました。 

 

    セグメントごとの財政状態ならびに経営成績の状況に関する認識および分析・検討内容は次のとおりであります。 

・銀行業 

      経常収益は、貸出金利息、役務取引等収益および有価証券売却益の増加などにより、前年同期比25億15百万

円増加し、515億４百万円となりました。また、セグメント利益は与信関係費用ならびに有価証券関係損益の

減少などから前年同期比26億68百万円減少し、48億２百万円となりました。 

・その他 

      グループ会社の有価証券利息配当金の減少などにより、経常収益は前年同期比１億９百万円減少し79億64

百万円、セグメント利益は与信関係費用の増加などから前年同期比11億21百万円減少し、12億51百万円となり

ました。 

 

金融機関を取り巻く環境は依然として厳しい状況にありますが、引き続き貸出金の増強、預かり資産をはじめと

した役務取引等利益の拡大に努めるとともに、全行的なコスト圧縮に取り組んでいく方針であります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

主要勘定の動向 

Ａ．預金・譲渡性預金等 

譲渡性預金を含む総預金は、個人預金ならびに法人預金が引続き順調に推移する一方、公金預金の大幅減少

により前年度末比1,351億円減少し、５兆5,272億円となりました。 

Ｂ．貸出金 

個人ローンならびに公共貸出の増加などにより、前年度末比 2,048 億円増加し、３兆 4,660 億円となりまし

た。 

Ｃ．有価証券 

市場動向を注視しつつ適切な運用に努めました結果、前年度末比 5,316 億円減少し、6,640 億円となりまし

た。 

   Ｄ．連結自己資本比率 

連結自己資本比率は 8.54％と引き続き十分な水準を維持しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2018 年 11 月９日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部

現金預け金 1,417,119 1,469,589

買入金銭債権 13,584 14,630

商品有価証券 875 56

金銭の信託 13,714 13,564

有価証券 1,195,709 664,032

貸出金 3,261,214 3,466,060

外国為替 749 878

リース債権及びリース投資資産 8,897 10,073

その他資産 75,573 107,206

有形固定資産 39,933 39,768

無形固定資産 2,490 2,957

繰延税金資産 3,078 6,722

支払承諾見返 6,337 6,117

貸倒引当金 △12,123 △14,876

資産の部合計 6,027,154 5,786,782

負債の部

預金 5,223,747 4,983,676

譲渡性預金 438,579 543,543

コールマネー及び売渡手形 16,998 6,660

債券貸借取引受入担保金 81,956 7,480

借用金 23,957 7,697

外国為替 178 125

その他負債 25,362 29,090

退職給付に係る負債 5,629 4,931

睡眠預金払戻損失引当金 756 756

偶発損失引当金 401 415

ポイント引当金 170 176

特別法上の引当金 0 0

繰延税金負債 205 233

再評価に係る繰延税金負債 2,904 2,884

支払承諾 6,337 6,117

負債の部合計 5,827,186 5,593,787

純資産の部

資本金 23,519 23,519

資本剰余金 13,653 13,653

利益剰余金 150,009 150,982

自己株式 △145 △145

株主資本合計 187,036 188,009

その他有価証券評価差額金 15,501 7,133

土地再評価差額金 604 562

退職給付に係る調整累計額 △3,174 △2,710

その他の包括利益累計額合計 12,931 4,985

純資産の部合計 199,968 192,994

負債及び純資産の部合計 6,027,154 5,786,782
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

経常収益 53,410 56,061

資金運用収益 30,956 29,450

（うち貸出金利息） 21,515 21,636

（うち有価証券利息配当金） 8,657 7,037

役務取引等収益 11,429 12,238

その他業務収益 8,923 11,275

その他経常収益 2,100 3,097

経常費用 45,416 51,630

資金調達費用 2,047 1,947

（うち預金利息） 553 461

役務取引等費用 4,098 4,179

その他業務費用 7,715 11,331

営業経費 29,413 28,273

その他経常費用 2,142 5,898

経常利益 7,993 4,431

特別利益 145 87

固定資産処分益 3 9

国庫補助金 － 78

受取補償金 142 －

特別損失 274 66

固定資産処分損 88 48

減損損失 185 17

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0

固定資産圧縮損 － 0

税金等調整前四半期純利益 7,865 4,452

法人税、住民税及び事業税 2,121 1,764

法人税等調整額 395 △259

法人税等合計 2,517 1,505

四半期純利益 5,347 2,946

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,347 2,946
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 5,347 2,946

その他の包括利益 3,762 △7,903

その他有価証券評価差額金 1,018 △8,367

繰延ヘッジ損益 2,138 －

退職給付に係る調整額 605 463

四半期包括利益 9,110 △4,957

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,110 △4,957
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（３）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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１．損益の状況 【単体】

　　　

（単位：百万円）
２０１８年度
第３四半期

２０１７年度
第３四半期

（９ヵ月） 前年同期比 （９ヵ月）

（１） 51,504 2,515 48,989

修正コア業務粗利益 ① 34,920 △393 35,313

資金利益 28,213 △1,517 29,731

役務取引等利益 6,700 671 6,029

6 452 △446

経費 ② 26,308 △1,252 27,560

　 うち人件費 13,521 △559 14,080

　 うち物件費 11,238 △603 11,841

（２） 修正コア業務純益 （①－②） 8,612 858 7,753

有価証券関係損益 806 △797 1,603

　 国債等債券関係損益 △1,137 △1,661 523

有価証券関係金融派生商品損益 28 164 △135

　 株式等関係損益 2,122 1,200 922

　 金銭の信託運用損益 △207 △501 293

与信関係費用 （Ａ＋Ｂ－Ｃ） 4,054 2,738 1,316

　 一般貸倒引当金繰入額 （Ａ） △616 △814 197

　 不良債権処理額 （Ｂ） 4,671 3,551 1,119

貸倒引当金戻入益等 （Ｃ） － △0 0

その他臨時損益 △560 8 △569

（３） 4,802 △2,668 7,471 6,500

特別損益 21 149 △128 （進捗率　73.9％）

税引前四半期純利益 4,824 △2,519 7,343

税金費用 1,296 △725 2,022

（４） 3,527 △1,793 5,320 4,500

（進捗率　78.4％）

2,314 2,844 △530

その他業務利益（注１）

経常収益

経常利益

四半期純利益

２０１８年度
通期業績予想

（注２）

お客さま向けサービス業務利益

  　    【参考】

（１）経常収益 ５１５億４百万円 ＜前年同期比 ＋２５億１５百万円（＋５．１％）＞

貸出金利息、役務取引等収益および有価証券売却益の増加などにより、経常収益は増収となりました。

（３）経常利益 ４８億２百万円 ＜前年同期比 △２６億６８百万円（△３５．７％）＞

有価証券関係損益の減少ならびに与信関係費用の増加などから、経常利益は減益となりました。

（４）四半期純利益 ３５億２７百万円 ＜前年同期比 △１７億９３百万円（△３３．７％）＞

経常利益が減益となったことから、四半期純利益は減益となりました。

（２）修正コア業務純益 ８６億１２百万円 ＜前年同期比 ＋８億５８百万円（＋１１．１％）＞

役務取引等利益の増加、経費の圧縮努力等により、銀行業務の根幹をなすコアの利益である『修正

コア業務純益』は前年同期比８億円（１１．１％）増益となりました。

（注１）国債等債券関係損益、有価証券関係金融派生商品損益を除く。
（注２）業績予想につきましては、２０１８年１１月９日公表の数値から変更ありません。

【参考】お客さま向けサービス業務利益（※） ２３億１４百万円 ＜前年同期比 ＋２８億４４百万円＞
（※）預貸金利益(貸出残高×預貸金利回り差)＋役務取引等利益＋お客さま関係金融派生商品損益－経費

貸出金利息や役務取引等利益の増加に加え、経費の圧縮努力等により、前年同期比２８億円の

大幅増益となりました。
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２．業績の状況 【単体】

（１）総預金（譲渡性預金含む）、預かり資産

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

55,411 △360 △461 55,771 55,873

個人預金 32,219 399 518 31,819 31,700

法人預金 12,176 227 51 11,948 12,125

公金預金等 11,015 △987 △1,031 12,003 12,047

（注）総預金は、譲渡性預金を含んでおります。

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

4,434 △216 △143 4,650 4,577

生命保険 3,140 3 △49 3,137 3,190

投資信託 758 △99 △80 858 839

公共債 534 △119 △13 654 547

　　預かり資産

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末

　　総預金

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末

Ａ．総預金 ５兆５，４１１億円 ＜前年同期比 △３６０億円（△０．６％）＞

個人預金・法人預金が引続き順調に推移（＋６２７億円）しましたが、公金預金が大幅

減少（△９８７億円）し、前年同期比３６０億円減少（△０．６％）しました。

Ｂ．預かり資産 ４，４３４億円 ＜前年同期比 △２１６億円（△４．７％）＞

預金以外の預かり資産は生命保険が増加する一方で、投資環境の悪化等により投資

信託・公共債が減少（△２１９億円）し、前年同期比２１６億円減少（△４．７％）しました。
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（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

59,845 △576 △604 60,422 60,450

55,411 △360 △461 55,771 55,873

4,434 △216 △143 4,650 4,577

（注）総預金は、譲渡性預金を含んでおります。

（２）貸出金（含む私募債）

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

35,407 3,661 2,090 31,746 33,317

　貸出金 34,710 3,458 2,043 31,252 32,666

　事業性貸出 16,117 △76 118 16,194 15,998

　個人ローン 8,055 348 59 7,707 7,996

　公共貸出 10,537 3,186 1,866 7,350 8,671

　私募債 696 202 46 494 650

2018年9月末

2018年12月末 2017年12月末 2018年9月末

　貸出金（含む私募債）

2018年12月末 2017年12月末

総預かり資産
（総預金＋預かり資産）

総預金

預かり資産

貸出金（含む私募債） ３兆５，４０７億円 ＜前年同期比 ＋３，６６１億円（＋１１．５％）＞

個人ローン、公共貸出および私募債等が引続き増加基調で推移し、前年同期比３，６６１億円増
加（＋１１．５％）しました。

Ｃ．総預かり資産 ５兆９，８４５億円 ＜前年同期比 △５７６億円（△１．０％）＞

公金預金の大幅な減少（△９８７億円）等により総預金と預かり資産を合計した総預かり資産は、

前年同期比５７６億円減少（△１．０％）しました。
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（３）有価証券

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

6,678 △6,105 △4,665 12,783 11,344

国債 1,769 △3,013 △2,555 4,783 4,325

地方債 993 △691 △276 1,685 1,270

社債 1,563 △1,184 △869 2,747 2,432

株式 456 △122 △62 578 518

その他の証券 1,895 △1,093 △901 2,988 2,796

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

97 △197 △71 294 168

株式 81 △125 △83 207 165

債券 55 △72 △38 128 93

その他 △39 1 50 △41 △90

３．自己資本比率 【連結・単体】

【国内基準】

その他有価証券評価損益

有価証券

2017年12月末

2017年12月末 2018年9月末

2018年9月末

2018年12月末

2018年12月末

（単位：億円）

2018年9月末比

自己資本（Ａ） 1,927 △7 1,935

リスクアセット等（Ｂ） 22,566 230 22,335

自己資本比率（A÷B） 8.54% △0.12% 8.66%

自己資本（Ｃ） 1,857 △9 1,867

リスクアセット等（Ｄ） 22,497 221 22,276

自己資本比率（Ｃ÷Ｄ） 8.25% △0.13% 8.38%

2018年9月末2018年12月末

単
体

連
結

有価証券 ６，６７８億円 ＜前年同期比 △６，１０５億円（△４７．８％）＞

超金融緩和政策が続く中、市場動向を注視しつつ適切な運用に努めました結果、前年同期比
６，１０５億円減少（△４７．８％）しました。

連結自己資本比率 ８．５４％ ＜２０１８年９月末比 △０．１２％＞

連結自己資本比率は８．５４％と引き続き十分な水準を維持しております。
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４．金融再生法開示債権（正常債権除く） 【単体】

（単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

307 12 30 294 276

破産更生債権等 121 12 6 109 115

危険債権 167 △7 22 174 144

要管理債権 18 7 1 10 17

35,494 3,656 2,093 31,837 33,400

0.86% △0.06% 0.04% 0.92% 0.82%

【参考】部分直接償却を実施した場合 （単位：億円）

2017年12月末比 2018年9月末比

239 10 24 229 215

35,426 3,654 2,087 31,772 33,339

0.67% △0.05% 0.03% 0.72% 0.64%

総与信比

金融再生法開示債権

総与信

総与信比

金融再生法開示債権

2017年12月末 2018年9月末2018年12月末

2017年12月末 2018年9月末2018年12月末

総与信

金融再生法開示債権 ３０７億円 ＜前年同期比 ＋１２億円＞
（総与信に対する比率 ０．８６％ ＜前年同期比 △０．０６％＞）

総与信に対する比率は０．８６％と引続き極めて低い水準になっております。

【参考】部分直接償却を実施した場合 ２３９億円 ＜前年同期比 ＋１０億円＞

当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、仮に部分直接償却を実施した場合は
前年同期比１０億円増加となります。

㈱東邦銀行（8346）2019年3月期 第3四半期決算短信

－　12　－



５．損益の内訳 【単体】

増減

51,504 2,515 48,989 5.1%

業務粗利益 ① 33,810 △ 1,889 35,700 △5.3%

(コア業務粗利益） Ａ (34,948) (△ 228) (35,177) (△0.7%)

(修正コア業務粗利益） Ｂ (34,920) (△ 393) (35,313) (△1.1%)

資金利益 28,213 △ 1,517 29,731 △5.1%

役務取引等利益 6,700 671 6,029 11.1%

その他業務利益 △ 1,103 △ 1,043 △ 59 － 

うち国債等債券関係損益（５勘定尻） ② △ 1,137 △ 1,661 523 － 

うち有価証券関係の金融派生商品損益 ③ 28 164 △ 135 － 

経費（除く臨時処理分） 26,308 △ 1,252 27,560 △4.5%

人件費 13,521 △ 559 14,080 △4.0%

物件費 11,238 △ 603 11,841 △5.1%

税金 1,548 △ 89 1,637 △5.4%

実質業務純益 7,502 △ 637 8,140 △7.8%

(コア業務純益） Ｃ (8,640) (1,023) (7,617) (13.4%)

(修正コア業務純益） Ｄ (8,612) (858) (7,753) (11.1%)

一般貸倒引当金繰入額 ④ △ 616 △ 814 197 － 

業務純益 ⑤ 8,119 176 7,942 2.2%

臨時損益 △ 3,316 △ 2,845 △ 471 － 

不良債権処理額 ⑥ 4,671 3,551 1,119 317.2%

個別貸倒引当金純繰入額 4,588 3,521 1,066 330.1%

偶発損失引当金繰入額 44 65 △ 20 － 

債権売却損等 37 △ 35 73 △48.5%

償却債権取立益 ⑦ － △ 0 0 － 

株式等関係損益（３勘定尻） ⑧ 2,122 1,200 922 130.0%

金銭の信託運用損益 ⑨ △ 207 △ 501 293 － 

その他臨時損益 △ 560 8 △ 569 － 

4,802 △ 2,668 7,471 △35.7%

特別損益 21 149 △ 128 － 

うち固定資産処分損益 △ 39 45 △ 84 － 

固定資産処分益 9 5 3 139.0%

固定資産処分損 48 △ 40 88 △45.4%

うち受取補償金 － △ 142 142 － 

うち国庫補助金 77 77 － － 

うち固定資産減損損失 17 △ 168 185 △90.6%

税引前四半期純利益 4,824 △ 2,519 7,343 △34.3%

法人税等合計 1,296 △ 725 2,022 △35.9%

法人税、住民税及び事業税 1,431 △ 165 1,596 △10.3%

法人税等調整額 △ 135 △ 560 425 － 

3,527 △ 1,793 5,320 △33.7%

与信関係費用 （④＋⑥－⑦） 4,054 2,738 1,316 208.0%

有価証券関係損益 （②＋③＋⑧＋⑨） 806 △ 797 1,603 △49.7%

（注１）コア業務粗利益　　：Ａ ＝ 業務粗利益① － 国債等債券損益②

（注２）修正コア業務粗利益：Ｂ ＝ コア業務粗利益Ａ － 有価証券関係の金融派生商品損益③

（注３）コア業務純益　　　：Ｃ ＝ 業務純益⑤ ＋ 一般貸倒引当金繰入額④ － 国債等債券損益②

（注４）修正コア業務純益  ：Ｄ ＝ コア業務純益Ｃ － 有価証券関係の金融派生商品損益③

経常利益

四半期純利益

（単位：百万円）

２０１８年度
第３四半期

２０１７年度
第３四半期

増減率

経常収益
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